長い洞窟を通り抜けると、再び山の表面に出た。
「ほら、見て!あそこ、さっきの場所よ!」
ポーラが指差すほうを見ると、なるほど、溶岩の流れの向こう側に、さっきまでぼくたち
のいた、ロープの垂れ下がっている場所が見える。
「やっぱり、プーの言ってたことは正しかったね」
「ポクは、機械のことは詳しいけれど、自然に対する勘みたいなものは、ないからなあ……
「やっぱり、プーは修行を積んでるから、わたしたちとはひと味違うわね……」
などと話しながら山道をのぽっていくと、またもや溶岩の流れがぽくたちの邪魔を!で
も、今度の溶岩は、よく見ると崖っぷちすれすれで固まっており、なんとか通れそうだ。
「それより、見ろ。また、ロープがあるぞ」
崖っぷちを恐る恐る通ろうとしたぼくらに、プーが言った。見れば、出に、またしても
上へのぼるロープが!
●ロープをのぽる……205へ●先に進む……………266へ
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ほくはポーラが選んでくれたセンスのいいプラチナの腕輪を買った。これで防御力がアッ

